
放物型方程式の解法







区間                             （コントロールボリューム）を考える。



：コントロールボリュームに含まれる質量 
　(fi を区間平均値と考える）

：境界面　　　　をΔt間に通過する質量（x方向正）

：境界面　　　　をΔt間に通過する質量

を表している。



区間                    （コントロールボリューム）から流出による減少分：

区間                    （コントロールボリューム）への流入による増加分：

質量　　　　　　をxiの区間からxi+1の区間に移しているだけ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒質量の総和は保存される。



初期条件：中心40格子点のみ１、それ以外０





V 

の場合を考えると

区間xiの変化は 

を通じてのみ行われる。

今、区間xiとxi+1での質量の差Vを見積もると、

即ち、

：隣接する区間の質量差に対する移動する質量の割合



CDiffがある程度大きい場合：



Cdiffの上限： 移動する量は質量差の50%まで

実際には、条件式をΔtについて整理し、

を満足するようにΔtを決定する。








